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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端と基端とを有する挿入部と、
　前記挿入部の先端側に設けられる先端部本体と、
　前記先端部本体の先端側に設けられた超音波振動子と、を備え、
　前記先端部本体が、
　処置具導出口と、
　前記処置具導出口に配置され、起立位置と倒伏位置との間を回動する起立台と、
　前記起立台を収容する空間を形成する対向する壁面をそれぞれ有する一対の壁と、
　前記一対の壁の一方の壁の壁面に連接し、前記先端部本体の軸線方向に対して傾斜する
平面に配置された観察窓と、
　前記観察窓を挟んで前記空間と反対側で、かつ前記平面に設けられ、前記観察窓に洗浄
水を噴射するノズルと、
　前記ノズルに接続される流体管路と、を有し、
　前記ノズルから噴射される洗浄水の噴射方向の延長上に前記一対の壁の他方の壁の壁面
を位置させる内視鏡。
【請求項２】
　前記ノズルから噴射される洗浄水の噴射方向は、前記先端部本体の軸線方向に交差する
方向である請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
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　前記ノズルは前記先端部本体の先端側に配置され、かつ前記観察窓は前記ノズルより前
記先端部本体の基端側に配置される請求項１又は２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記ノズルは、前記先端部本体の外周側に配置される請求項１から３の何れか一項に記
載の内視鏡。
【請求項５】
　前記先端部本体の軸線方向において、前記一対の壁の他方の壁の壁面が一方の壁の壁面
より長い請求項１から４の何れか一項に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記平面は前記空間の方向に傾斜される請求項１から５の何れか一項に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記平面の前記空間の側に傾斜面を有する請求項１から６の何れか一項に記載の内視鏡
。
【請求項８】
　前記観察窓が、前記平面に設けられた凹部に配置される請求項１から７の何れか一項に
記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記一方の壁の壁面に設けられ、洗浄水を噴射するポートと、前記ポートと前記流体管
路とを接続する分岐管路と、を備える請求項１から８の何れか一項に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記起立台が倒伏位置の状態において、前記ポートから噴射される洗浄水の噴射方向の
延長上に前記他方の壁の壁面が位置する請求項９に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波振動子を備える内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　処置具の突出角度を調整する起立台を備える内視鏡として、例えば、超音波内視鏡、及
び十二指腸鏡が知られている。超音波内視鏡を用いて、超音波内視鏡ガイド下穿刺術（Ｆ
ＮＡ：Fine Needle Aspiration cytology）等の手技が実施されている。十二指腸鏡を用
いて、内視鏡的逆行性膵胆管造影術（ＥＲＣＰ：endoscopic retrograde cholangiopancr
eatography）等の手技が実施されている。
【０００３】
　超音波内視鏡を用いた手技を実施する過程で粘液や血液が、内視鏡挿入部の先端部に設
けられた観察窓に付着することがある。特許文献１には、ノズルから観察窓の表面に洗浄
水を噴射することが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＷＯ２０１４／０３８６３８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、超音波内視鏡を用いて、ＦＮＡ等の手技を実施する過程で粘液や血液、造影
剤等が起立台の周囲に付着することがある。例えば、手技時間が長い場合、起立台の周り
に付着した粘液、血液等が固着し、起立台の操作抵抗が初期状態より大きくなるという問
題がある。
【０００６】
　特許文献１の超音波内視鏡では、ノズルから洗浄水を観察窓に向けて噴射するため、起
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立台の周囲を確実に洗浄することは困難である。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、内視鏡の先端部の起立台を確実に
洗浄することができる内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の態様に係る内視鏡は、先端と基端とを有する挿入部と、挿入部の先端側に設けら
れる先端部本体と、先端部本体の先端側に設けられた超音波振動子と、を備え、先端部本
体が、処置具導出口と、処置具導出口に配置され、起立位置と倒伏位置との間を回動する
起立台と、起立台を収容する空間を形成する対向する壁面をそれぞれ有する一対の壁と、
一対の壁の一方の壁の壁面に連接し、先端部本体の軸線方向に対して傾斜する平面に配置
された観察窓と、観察窓を挟んで空間と反対側で、かつ平面に設けられ、観察窓に洗浄水
を噴射するノズルと、ノズルに接続される流体管路と、を有し、ノズルから噴射される洗
浄水の噴射方向の延長上に一対の壁の他方の壁の壁面を位置させている。
【０００９】
　第２の態様に係る内視鏡において、ノズルから噴射される洗浄水の噴射方向は、先端部
本体の軸線方向に交差する方向である。
【００１０】
　第３の態様に係る内視鏡において、ノズルは先端部本体の先端側に配置され、かつ観察
窓はノズルより先端部本体の基端側に配置される。
【００１１】
　第４の態様に係る内視鏡において、ノズルは、先端部本体の外周側に配置される。
【００１２】
　第５の態様に係る内視鏡において、先端部本体の軸線方向において、一対の壁の他方の
壁の壁面が一方の壁の壁面より長い。
【００１３】
　第６の態様に係る内視鏡において、平面が空間の方向に傾斜される。
【００１４】
　第７の態様に係る内視鏡において、平面の空間の側に傾斜面を有する。
【００１５】
　第８の態様に係る内視鏡において、観察窓が、平面に設けられた凹部に配置される。
【００１６】
　第９の態様に係る内視鏡において、一方の壁の壁面に設けられ、洗浄水を噴射するポー
トと、ポートと流体管路とを接続する分岐管路と、を備える。
【００１７】
　第１０の態様に係る内視鏡において、起立台が倒伏位置の状態において、ポートから噴
射される洗浄水の噴射方向の延長上に他方の壁の壁面が位置する。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、超音波振動子を備える内視鏡の起立台の周囲を確実に洗浄することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は第１実施形態の内視鏡を含む超音波検査システムの外観図である。
【図２】図２は超音波検査システムの全体構成を示した概略図である。
【図３】図３は起立台が倒伏位置の状態にある、内視鏡の先端部本体の要部拡大斜視図で
ある。
【図４】図４は起立台が起立位置の状態にある、内視鏡の先端部本体の要部拡大斜視図で
ある。位置された先端部本体の断面図である。
【図５】図５は、図３に示される内視鏡の先端部本体の要部拡大側面図である。
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【図６】図６は起立台が倒伏位置の状態にある、内視鏡の先端部本体の要部拡大斜視図で
ある。
【図７】図７は起立台が倒伏位置の状態にある、内視鏡の先端部本体の要部拡大斜視図で
ある。
【図８】図８は起立台が倒伏位置の状態にある、内視鏡の先端部本体の要部拡大斜視図で
ある。
【図９】図９は起立台が倒伏位置の状態にある、内視鏡の先端部本体の要部拡大斜視図で
ある。
【図１０】図１０は、図９のＸ－Ｘ線に沿う断面図である。
【図１１】図１１は起立台が倒伏位置の状態にある、内視鏡の先端部本体の要部拡大斜視
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付図面にしたがって本発明の好ましい実施の形態について説明する。本発明は
以下の好ましい実施の形態により説明される。本発明の範囲を逸脱すること無く、多くの
手法により変更を行うことができ、本実施の形態以外の他の実施の形態を利用することが
できる。したがって、本発明の範囲内における全ての変更が特許請求の範囲に含まれる。
【００２１】
　〔第１実施形態〕
　図１は、第１実施形態の内視鏡１０を含む超音波検査システム１の外観図である。図２
は、図１に示した超音波検査システム１の全体構成を示す概略図である。
【００２２】
　超音波検査システム１は、被検者体内の内視鏡画像及び超音波画像を撮影する内視鏡１
０と、超音波画像を生成する超音波用プロセッサユニット１２と、内視鏡画像を生成する
内視鏡用プロセッサユニット１４と、被検者体内を照明する照明光を内視鏡１０に供給す
る光源装置１６と、内視鏡画像及び超音波画像を表示するモニタ１８と、を備える。
【００２３】
　超音波用プロセッサユニット１２は、内視鏡１０の超音波探触子を構成する複数の超音
波振動子を駆動することにより、所定の周波数の超音波を複数の超音波振動子の送受信面
から観察対象物に向けて送信する。そして、超音波用プロセッサユニット１２は、観察対
象物から反射する超音波を送受信面で受信して得られる電気信号（超音波信号）を超音波
探触子から取得し、電気信号に各種信号処理を施すことにより超音波画像用の映像信号を
生成する。なお、超音波探触子については後述する。
【００２４】
　内視鏡用プロセッサユニット１４は、内視鏡１０に配置された撮像素子を駆動制御する
ことにより、撮像素子から伝送される撮像信号を取得し、撮像信号に各種信号処理を施す
ことにより内視鏡画像用の映像信号を生成する。
【００２５】
　光源装置１６は、内視鏡１０の観察視野範囲を照明するために、照明光を照明窓に供給
する。
【００２６】
　モニタ１８は、超音波用プロセッサユニット１２及び内視鏡用プロセッサユニット１４
によって生成された各映像信号を受信し、超音波画像及び内視鏡画像を表示する。モニタ
１８には、超音波画像、及び内視鏡画像のうち一方の画像が表示されてもよく、両方の画
像が同時に表示されてもよい。
【００２７】
　図１に示されるように、超音波用プロセッサユニット１２、内視鏡用プロセッサユニッ
ト１４及び光源装置１６は、キャスター付きのカート２０に搭載されているので、一体的
に移動される。また、カート２０の柱２２にはモニタ１８が保持されている。モニタ１８
は、柱２２に設けられた不図示の回転機構及び高さ調節機構によって、その画面の方向及
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び高さが調節される。
【００２８】
　次に、内視鏡１０について説明する。
【００２９】
　第１実施形態の内視鏡１０として、コンベックス型の超音波内視鏡を例示する。
【００３０】
　図１、及び図２に示されるように、第１実施形態の内視鏡１０は、被検者体内に挿入さ
れる挿入部２４と、挿入部２４の基端に連設された操作部２６と、操作部２６に基端が接
続されたユニバーサルコード２８と、を少なくとも備える。ユニバーサルコード２８の先
端には、超音波用プロセッサユニット１２に接続されるコネクタ３０と、内視鏡用プロセ
ッサユニット１４に接続されるコネクタ３２と、光源装置１６に接続されるコネクタ３４
と、が設けられている。内視鏡１０は、これらのコネクタ３０、３２、及び３４を介して
超音波用プロセッサユニット１２、内視鏡用プロセッサユニット１４、及び光源装置１６
に着脱自在に接続される。
【００３１】
　図２に示されるように、挿入部２４は、先端側から順に、硬質部材で略円筒状に構成さ
れた先端部本体３６と、先端部本体３６の基端側に連設された湾曲部３８と、湾曲部３８
の基端側と操作部２６の先端側との間を連結し、細径かつ長尺の可撓性を有する軟性部４
０と、を備えている。実施形態の内視鏡１０は、先端部本体３６の先端側に超音波探触子
７２を備える。操作部２６は、挿入部２４の湾曲部３８を上下左右に湾曲操作するアング
ルノブ４２と、吸引操作を行う吸引ボタン４４と、送気送水操作を行う送気送水ボタン４
６と、起立台４８（後述の図３、図４参照）を回動操作する起立レバー５０と、を備えて
いる。また、操作部２６の先端側には、処置具チャンネルに各種処置具（不図示）を挿入
するための処置具挿入口６８が突設されている。
【００３２】
　図３は起立台が倒伏位置の状態にある先端部本体の構成を示した要部拡大斜視図であり
、図４は起立台が起立位置にある先端部本体の構成を示した要部拡大斜視図である。図５
は起立台が倒伏位置の状態にある先端部本体の側面図である。
【００３３】
　実施形態では、先端部本体３６の軸線方向Ａが、挿入部２４（図１参照）の長手方向の
中心軸と一致している。なお、先端部本体３６の軸線方向Ａは、挿入部２４の長手方向の
中心軸と必ずしも一致していなくてもよい。例えば、先端部本体３６の軸線方向Ａが、挿
入部２４の長手方向の中心軸と平行であって、挿入部２４の中心軸に対し直交する方向に
ずれている形態であってもよい。
【００３４】
　図３に示されるように、先端部本体３６は、基端側に処置具導出口５２を備えている。
起立台４８が、処置具導出口５２の前方に離間して、配置される。起立台４８は、起立レ
バー５０の操作により、起立位置と倒伏位置との間を回動する。対向する壁面５４Ａ、及
び５６Ａをそれぞれ有し、離間して配置される一対の壁５４、及び５６により、空間Ｓが
形成される。空間Ｓに起立台４８は収容される。空間Ｓには開口５８が形成され、空間Ｓ
は先端部本体３６を先端側から見て、超音波探触子７２の側に向けて開放されている。図
３においては、起立台４８は、倒伏位置の状態にある。
【００３５】
　図４に示されるように、起立レバー５０の操作により起立台４８を回動させることで、
起立台４８を起立位置の状態にすることができる。
【００３６】
　操作部２６の処置具挿入口６８から処置具（不図示）は、処置具導出口５２から導出さ
れる。処置具は、空間Ｓを通過し、開口５８から導出され、被検者体内に挿入される。起
立台４８により、処置具の導出方向が変更される。
【００３７】
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　処置具としては、特に限定されず、穿刺針等を使用することができる。
【００３８】
　実施形態においては、一対の壁５４及び５６の一方の壁５４には、壁面５４Ａと連接す
る平面５４Ｂが設けられる。また、一対の壁５４、及び５６の他方の壁５６には、壁面５
６Ａと連接する平面５６Ｂが設けられる。
【００３９】
　壁５４の平面５４Ｂ、及び壁５６の平面５６Ｂは、先端部本体３６の軸線方向Ａに対し
て傾斜される。平面５４Ｂには、観察窓６０、照明窓６２、及び洗浄水を観察窓６０に噴
射するノズル６６が配置される。ノズル６６は，観察窓６０を挟んで空間Ｓと反対側の位
置に配置される。他方の壁５６の平面５６Ｂには、照明窓６４が配置される。ノズル６６
は、観察窓６０と比較すると、先端部本体３６の外周側に配置される。ノズル６６には、
流体管路を構成する送気送水管路８０が接続される。送気送水管路８０を介して洗浄水、
及び気体がノズル６６に供給される。ノズル６６が、観察窓６０より外周側に配置される
とは、ノズル６６と観察窓６０とを洗浄水の噴射方向に沿って見た場合に、ノズル６６が
外周側に位置することを意味する。
【００４０】
　壁５４は、平面５４Ｃを備えている。平面５４Ｃは、平面５４Ｂに連接し、先端側に延
び、かつ先端部本体３６の軸線方向Ａにほぼ平行である。
【００４１】
　一対の壁５４及び５６は、起立台４８を収容できる空間Ｓを形成することができれば、
図３に示されるように、先端部本体３６の基端側において連結されていてもよい。
【００４２】
　操作部２６の送気送水ボタン４６を操作することにより、ノズル６６から観察窓６０に
向けて洗浄水及び気体の何れかが噴射される。
【００４３】
　実施形態では、図３、及び図４に示されるように、平面５４Ｂにおいて、ノズル６６は
先端部本体３６の先端側に配置され、観察窓６０はノズル６６より基端側に配置される。
平面５４Ｃを基準にし、平面５４Ｃを下側と定義すると、ノズル６６は観察窓６０より下
側に位置する。洗浄水はノズル６６から観察窓６０に向けて、下側から上側に向けて噴射
される。平面５４Ｃを基準に、ノズル６６と観察窓６０とを略同じ高さ、かつノズル６６
からの洗浄水の噴射方向を軸線方向Ａに略直交する位置に、ノズル６６と観察窓６０とを
配置してもよい。
【００４４】
　なお、内視鏡の径Ｄの細径化を考えた場合、ノズル６６を観察窓６０より下側に配置し
た方がより好ましい。ノズル６６と観察窓６０とを、この配置にすることにより平面５４
Ｂを有効に活用でき、平面５４Ｂが大きくなることを抑制できる。
【００４５】
　図５に示されるように、実施形態では、先端部本体３６の軸線方向Ａにおいて、一対の
壁５４，及び５６の他方の壁５６の壁面５６Ａが、一方の壁５４の壁面５４Ａより長くな
るように構成される。他方の壁５６の壁面５６Ａが、一方の壁５４の壁面５４Ａより長く
なるとは、壁面５４Ａと平面５４Ｂとの稜線が、壁面５６Ａと平面５６Ｂと稜線より、先
端部本体３６の基端側に位置していることを意味する。したがって、一方の壁５４の側か
ら先端部本体３６を軸線方向Ａに直交する側面視した場合、他方の壁５６の壁面５６Ａの
一部を、壁５４を超えて視認することができる。
【００４６】
　したがって、先端部本体３６は、ノズル６６から噴射される洗浄水の噴射方向の延長上
に、一対の壁５４、及び５６の他方の壁５６の壁面５６Ａを位置させた構成となる。
【００４７】
　実施形態においては、図３に示されるように、ノズル６６から噴射される洗浄水の噴射
方向は、先端部本体３６の軸線方向Ａに交差する方向である。交差とは、洗浄水の噴射方
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向と軸線方向Ａとが立体的に交差する場合を含み、軸線方向Ａとは平行ではないことを意
味する。したがって、ノズル６６からの洗浄水は、観察窓６０を洗浄して通過した後、起
立台４８を収容する空間Ｓを横切る方向に噴射される。
【００４８】
　観察窓６０を含む不図示の観察光学系は、観察窓６０から観察視野範囲の被写体からの
光を取り込み、先端部本体３６の内部で被写体像を結像させる不図示の光学系部材を備え
る。先端部本体３６の内部には、光学系部材によって結像された被写体像を撮像して撮像
信号を生成する不図示の撮像素子が配置される。
【００４９】
　照明窓６２及び６４を含む不図示の照明光学系は、光源装置１６（図２参照）から不図
示のライトガイドを介して伝送された照明光を、照明窓６２及び６４を介して観察視野範
囲に出射する不図示の光学系部材を備える。
【００５０】
　次に、超音波探触子７２について説明する。図３乃至図５に示されるように、超音波探
触子７２は、先端部本体３６の先端側に設けられる。超音波探触子７２は、超音波探触子
７２の基端側から先端側に向けて外側に凸状に湾曲する湾曲面７４を有している。湾曲面
７４は音響レンズ７６の外表面を構成する。超音波探触子７２は、超音波を送受する複数
の超音波振動子（不図示）を備え、複数の超音波振動子は、音響レンズの内側であって、
外表面に沿うよう円弧状に配列される。また、超音波探触子７２により、超音波画像（断
層画像）を取得できる。
【００５１】
　次に、上記構成の作用について説明する。図３に示されるように、操作部２６の送気送
水ボタン４６の操作により、平面５４Ｂに設けられたノズル６６から矢印に示すように洗
浄水が、観察窓６０に向けて噴射される。洗浄水の噴射方向の延長上に、観察窓６０及び
空間Ｓが位置するように、観察窓６０及びノズル６６が平面５４Ｂに予め配置される。洗
浄水により観察窓６０の表面が洗浄される。観察窓６０を通過した洗浄水は、噴射方向の
延長上に位置する空間Ｓに向かって進む。実施形態では、ノズル６６から噴射される洗浄
水の噴射方向の延長上に、他方の壁５６の壁面５６Ａを位置させている。空間Ｓを超えた
洗浄水は、洗浄水の噴射方向の延長上に位置する壁面５６Ａに衝突する。壁面５６Ａに衝
突した洗浄水は、空間Ｓに収容される起立台４８の方向に誘導される。洗浄水は、起立台
４８の壁面５６Ａに対向する側の側面に案内される。洗浄水により起立台４８の側面を洗
浄することができる。洗浄水を壁面５６Ａに衝突させるので、洗浄水を効率的に起立台４
８に向けて案内することができる。
【００５２】
　また、図４に示されるように、起立台４８が起立位置の状態において、ノズル６６から
噴射される洗浄水の噴射方向の延長上に、起立台４８の側面を位置させることが好ましい
。図４に示されるように、操作部２６の送気送水ボタン４６の操作により、平面５４Ｂに
設けられたノズル６６から矢印に示すように洗浄水が、観察窓６０に向けて噴射される。
洗浄水により観察窓６０の表面が洗浄され、観察窓６０を通過した洗浄水は噴射方向の延
長上に位置する起立台４８の壁面５４Ａに対向する側の側面に衝突する。洗浄水により起
立台４８の壁面５４Ａに対向する側の側面を洗浄することができる。実施形態では、起立
台４８の両側面を洗浄することができる。
【００５３】
　観察窓６０を洗浄する洗浄水を利用して起立台４８を洗浄するので、起立台４８を洗浄
するための専用ノズルを、先端部本体３６に設ける必要がない。
【００５４】
　空間Ｓ内に流れ込んだ洗浄水は、操作部２６の吸引ボタン４４を操作することにより、
処置具導出口５２から吸引され、空間Ｓから取り除かれる。
【００５５】
　〔第２実施形態〕
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　第２実施形態に係る内視鏡について、図６を参照しつつ、説明する。なお、第１実施形
態に係る内視鏡と同様の構成には、同様に符号を付して、説明を省略する場合がある。
【００５６】
　図６は、起立台が倒伏位置のある先端部本体の構成を示した要部拡大斜視図である。先
端部本体３６は、処置具導出口５２と、処置具導出口５２に配置される起立台４８と、起
立台４８を収容する空間Ｓを形成する対向する壁面５４Ａ及び５６Ａをそれぞれ有する一
対の壁５４及び５６と、一方の壁５４の平面５４Ｂに配置された観察窓６０及び照明窓６
２と、観察窓６０を挟んで空間Ｓと反対側で、かつ平面５４Ｂに設けられ、観察窓６０に
洗浄水を噴射するノズル６６と、他方の壁５６の平面５６Ｂに配置された照明窓６４と、
を備える。壁５４の平面５４Ｂ、及び壁５６の平面５６Ｂは、先端部本体３６の軸線方向
Ａに対して傾斜される。
【００５７】
　第２実施形態においても、先端部本体３６の軸線方向Ａにおいて、一対の壁５４及び５
６の他方の壁５６の壁面５６Ａが、一方の壁５４の壁面５４Ａより長くなるように構成さ
れる。したがって、ノズル６６から噴射される洗浄水の噴射方向の延長上に他方の壁５６
の壁面５６Ａを位置させた構成となる。
【００５８】
　第２実施形態では、壁５４は、平面５４Ｂに連接し、平面５４Ｂから空間Ｓに向かう傾
斜面５４Ｄを備える。
【００５９】
　次に、上記構成の作用について説明する。図６に示されるように、操作部２６の送気送
水ボタン４６の操作により、平面５４Ｂに設けられたノズル６６から矢印に示すように洗
浄水が、観察窓６０に向けて噴射される。洗浄水により観察窓６０の表面が洗浄される。
観察窓６０を通過した洗浄水の一部は、傾斜面５４Ｄに誘導され、起立台４８の壁面５４
Ａに対向する側の側面に案内される。また、観察窓６０を通過した洗浄水の残りは、空間
Ｓを超えて、他方の壁５６の壁面５６Ａに衝突する。第１実施形態と同様に、洗浄水は、
空間Ｓに収容される起立台４８の方向に誘導される。洗浄水は、起立台４８の壁面５６Ａ
に対向する側の側面に案内される。第２実施形態では、起立台４８が倒伏位置の状態であ
っても、起立台４８の両側面を洗浄水により洗浄することができる。
【００６０】
　傾斜面５４Ｄを例示したが、洗浄水を起立台４８の壁面５４Ａに対向する側の側面に案
内することができれば、溝等であってもよい。
【００６１】
　空間Ｓ内に流れ込んだ洗浄水は、操作部２６の吸引ボタン４４を操作することにより、
処置具導出口５２から吸引され、空間Ｓから取り除かれる。
【００６２】
　〔第３実施形態〕
　第３実施形態に係る内視鏡について、図７を参照しつつ、説明する。なお、第１実施形
態、及び第２実施形態に係る内視鏡と同様の構成には、同様に符号を付して、説明を省略
する場合がある。
【００６３】
　図７は、起立台が倒伏位置のある先端部本体の構成を示した要部拡大斜視図である。先
端部本体３６は、処置具導出口５２と、処置具導出口５２に配置される起立台４８と、起
立台４８を収容する空間Ｓを形成する対向する壁面５４Ａ及び５６Ａをそれぞれ有する一
対の壁５４及び５６と、一方の壁５４の平面５４Ｂに配置された観察窓６０及び照明窓６
２と、観察窓６０を挟んで空間Ｓと反対側で、かつ平面５４Ｂに設けられ、観察窓６０に
洗浄水を噴射するノズル６６と、他方の壁５６の平面５６Ｂに配置された照明窓６４と、
を備える。壁５４の平面５４Ｂ、及び壁５６の平面５６Ｂは、先端部本体３６の軸線方向
Ａに対して傾斜される。
【００６４】
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　第３実施形態では、先端部本体３６の軸線方向Ａにおいて、一対の壁５４及び５６の他
方の壁５６の壁面５６Ａと、一方の壁５４の壁面５４Ａとが実質的に同じ長さになるよう
に構成される。したがって、一方の壁５４の側から先端部本体３６を側面視した場合、他
方の壁５６の壁面５６Ａは、壁５４により視認されない。実質的に同じ長さとは、全く同
じ長さ、及び略同じ長さを含む。
【００６５】
　一方、図７に示されるように、観察窓６０及びノズル６６が配置される平面５４Ｂは、
全体として、空間Ｓの方向に傾斜されている。平面５４Ｂを傾けることにより、ノズル６
６から噴射される洗浄水の噴射方向の延長上に他方の壁５６の壁面５６Ａを位置する構成
となる。平面５４Ｂが空間Ｓの方向に傾斜とは、平面５４Ｂの法線方向Ｎが、軸線方向Ａ
の側に傾いていることを意味する。
【００６６】
　次に、上記構成の作用について説明する。図７に示されるように、操作部２６の送気送
水ボタン４６の操作により、平面５４Ｂに設けられたノズル６６から矢印に示すように洗
浄水が、観察窓６０に向けて噴射される。洗浄水により観察窓６０の表面が洗浄される。
観察窓６０を通過した洗浄水は、噴射方向の延長上に位置する空間Ｓに向かって進む。実
施形態では、平面５４Ｂが傾けられているので、空間Ｓを超えた洗浄水は、洗浄水の噴射
方向の延長上に位置する壁面５６Ａに衝突する。壁面５６Ａに衝突した洗浄水は、空間Ｓ
に収容される起立台４８の方向に誘導される。洗浄水は、起立台４８の壁面５６Ａに対向
する側の側面に案内される。洗浄水により起立台４８の側面を洗浄することができる。洗
浄水を壁面５６Ａに衝突させるので、洗浄水を効率的に起立台４８に向けて誘導すること
ができる。
【００６７】
　起立台４８が起立位置の状態において、ノズル６６から噴射される洗浄水の噴射方向の
延長上に、起立台４８の側面を位置させることが好ましい。観察窓６０を通過した洗浄水
により、起立位置にある起立台４８の壁面５４Ａに対向する側の側面を洗浄することがで
きる。実施形態では、起立台４８の両側面を洗浄することができる。
【００６８】
　空間Ｓ内に流れ込んだ洗浄水は、操作部２６の吸引ボタン４４を操作することにより、
処置具導出口５２から吸引され、空間Ｓから取り除かれる。
【００６９】
　〔第４実施形態〕
　第４実施形態に係る内視鏡について、図８を参照しつつ、説明する。なお、第１実施形
態乃至第３実施形態に係る内視鏡と同様の構成には、同様に符号を付して、説明を省略す
る場合がある。
【００７０】
　図８は、起立台が倒伏位置のある先端部本体の構成を示した要部拡大斜視図である。先
端部本体３６は、処置具導出口５２と、処置具導出口５２に配置される起立台４８と、起
立台４８を収容する空間Ｓを形成する対向する壁面５４Ａ及び５６Ａをそれぞれ有する一
対の壁５４及び５６と、一方の壁５４の平面５４Ｂに配置された観察窓６０及び照明窓６
２と、観察窓６０を挟んで空間Ｓと反対側で、かつ平面５４Ｂに設けられ、観察窓６０に
洗浄水を噴射するノズル６６と、他方の壁５６の平面５６Ｂに配置された照明窓６４と、
を備える。壁５４の平面５４Ｂ、及び壁５６の平面５６Ｂは、先端部本体３６の軸線方向
Ａに対して傾斜される。
【００７１】
　第４実施形態では、第３実施形態と同様に、先端部本体３６の軸線方向Ａにおいて、一
対の壁５４及び５６の他方の壁５６の壁面５６Ａと、一方の壁５４の壁面５４Ａとが実質
的に同じ長さになるように構成される。
【００７２】
　一方、図８に示されるように、観察窓６０及びノズル６６が配置される平面５４Ｂは、
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全体として、空間Ｓに向けて傾けられている。平面５４Ｂを傾けることにより、ノズル６
６から噴射される洗浄水の噴射方向の延長上に他方の壁５６の壁面５６Ａを位置する構成
となる。
【００７３】
　第４実施形態では、第２実施形態と同様に、壁５４は、平面５４Ｂに連接し、平面５４
Ｂから空間Ｓに向かう傾斜面５４Ｄを備える。
【００７４】
　次に、上記構成の作用について説明する。図８に示されるように、操作部２６の送気送
水ボタン４６の操作により、平面５４Ｂに設けられたノズル６６から矢印に示すように洗
浄水が、観察窓６０に向けて噴射される。洗浄水により観察窓６０の表面が洗浄される。
観察窓６０を通過した洗浄水の一部は、傾斜面５４Ｄに誘導され、起立台４８の壁面５４
Ａに対向する側の側面に案内される。また、観察窓６０を通過した洗浄水の残りは、空間
Ｓを超えて、他方の壁５６の壁面５６Ａに衝突する。洗浄水は、起立台４８の壁面５６Ａ
に対向する側の側面に案内される。第４実施形態では、起立台４８が倒伏位置の状態であ
っても、起立台４８の両側面を洗浄水により洗浄することができる。
【００７５】
　傾斜面５４Ｄを例示したが、洗浄水を起立台４８の壁面５４Ａに対向する側の側面に案
内することができれば、溝等であってもよい。
【００７６】
　空間Ｓ内に流れ込んだ洗浄水は、操作部２６の吸引ボタン４４を操作することにより、
処置具導出口５２から吸引され、空間Ｓから取り除かれる。
【００７７】
　〔第５実施形態〕
　第５実施形態に係る内視鏡について、図９及び図１０を参照しつつ、説明する。なお、
第１実施形態乃至第４実施形態に係る内視鏡と同様の構成には、同様に符号を付して、説
明を省略する場合がある。
【００７８】
　図９は、起立台が倒伏位置のある先端部本体の構成を示した要部拡大斜視図である。先
端部本体３６は、処置具導出口５２と、処置具導出口５２に配置される起立台４８と、起
立台４８を収容する空間Ｓを形成する対向する壁面５４Ａ及び５６Ａをそれぞれ有する一
対の壁５４及び５６と、一方の壁５４の平面５４Ｂに配置された観察窓６０及び照明窓６
２と、観察窓６０を挟んで空間Ｓと反対側で、かつ平面５４Ｂに設けられ、観察窓６０に
洗浄水を噴射するノズル６６と、他方の壁５６の平面５６Ｂに配置された照明窓６４と、
を備える。壁５４の平面５４Ｂ、及び壁５６の平面５６Ｂは、先端部本体３６の軸線方向
Ａに対して傾斜される。第５実施形態では、平面５４Ｂには凹部５４Ｅが設けられ、この
凹部５４Ｅに観察窓６０が配置される。
【００７９】
　図１０は、図９のＸ－Ｘ線に沿う断面図である。図１０に示されるように、観察窓６０
は平面５４Ｂの凹部５４Ｅに配置される。また、平面５４Ｂにおいて、観察窓６０が配置
される面とノズル６６が配置される面との間には段差があり、段差には傾斜面が形成され
る。ノズル６６は、観察窓６０を向くように、凹部５４Ｅに向けて少し傾けられている。
【００８０】
　第５実施形態において、観察窓６０はノズル６６より低い位置にある。ノズル６６から
噴射される洗浄水は、凹部５４Ｅの傾斜面及び底面に沿って観察窓６０に進む。結果とし
て、ノズル６６から噴射される洗浄水の噴射方向の延長上に他方の壁５６の壁面５６Ａを
位置する構成となる。
【００８１】
　次に、上記構成の作用について説明する。図９に示されるように、操作部２６の送気送
水ボタン４６の操作により、平面５４Ｂに設けられたノズル６６から矢印に示すように洗
浄水が、凹部５４Ｅの観察窓６０に向けて噴射される。洗浄水により観察窓６０の表面が
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洗浄される。観察窓６０を通過した洗浄水は、凹部５４Ｅに沿って進み、噴射方向の延長
上に位置する空間Ｓに向う。実施形態では、凹部５４Ｅに観察窓６０が設けられているの
で、凹部５４Ｅから空間Ｓを超えた洗浄水は、洗浄水の噴射方向の延長上に位置する壁面
５６Ａに衝突する。壁面５６Ａに衝突した洗浄水は、空間Ｓに収容される起立台４８の方
向に誘導される。洗浄水は、起立台４８の壁面５６Ａに対向する側の側面に案内される。
洗浄水により起立台４８の側面を洗浄することができる。洗浄水を壁面５６Ａに衝突させ
るので、洗浄水を効率的に起立台４８に向けて誘導することができる。
【００８２】
　起立台４８が起立位置の状態において、ノズル６６から噴射される洗浄水の噴射方向の
延長上に、起立台４８の側面を位置させることが好ましい。観察窓６０を通過した洗浄水
により、起立位置にある起立台４８の壁面５４Ａに対向する側の側面を洗浄することがで
きる。実施形態では、起立台４８の両側面を洗浄することができる。
【００８３】
　空間Ｓ内に流れ込んだ洗浄水は、操作部２６の吸引ボタン４４を操作することにより、
処置具導出口５２から吸引され、空間Ｓから取り除かれる。
【００８４】
　〔第６実施形態〕
　第６実施形態に係る内視鏡について、図１１を参照しつつ、説明する。なお、第１実施
形態乃至第５実施形態に係る内視鏡と同様の構成には、同様に符号を付して、説明を省略
する場合がある。
【００８５】
　図１１は、起立台が倒伏位置のある先端部本体の構成を示した要部拡大斜視図である。
先端部本体３６は、処置具導出口５２と、処置具導出口５２に配置される起立台４８と、
起立台４８を収容する空間Ｓを形成する対向する壁面５４Ａ及び５６Ａをそれぞれ有する
一対の壁５４及び５６と、一方の壁５４の平面５４Ｂに配置された観察窓６０及び照明窓
６２と、観察窓６０を挟んで空間Ｓと反対側で、かつ平面５４Ｂに設けられ、観察窓６０
に洗浄水を噴射するノズル６６と、他方の壁５６の平面５６Ｂに配置された照明窓６４と
、を備える。壁５４の平面５４Ｂ、及び壁５６の平面５６Ｂは、先端部本体３６の軸線方
向Ａに対して傾斜される。
【００８６】
　第６実施形態においても、先端部本体３６の軸線方向Ａにおいて、一対の壁５４，及び
５６の他方の壁５６の壁面５６Ａが、一方の壁５４の壁面５４Ａより長くなるように構成
される。したがって、ノズル６６から噴射される洗浄水の噴射方向の延長上に他方の壁５
６の壁面５６Ａを位置させた構成となる。
【００８７】
　図１１に示されるように、ノズル６６は、送気送水管路８０と接続される。一方の壁５
４の壁面５４Ａには、洗浄水を噴射するポート８２が設けられる。送気送水管路８０とポ
ート８２とを接続する分岐管路８４が設けられる。
【００８８】
　起立台４８が倒伏位置の状態において、ポート８２から噴射される洗浄水の噴射方向の
延長上に他方の壁５６の壁面５６Ａが位置するように、ポート８２が壁面５４Ａに設けら
れる。
【００８９】
　次に、上記構成の作用について説明する。図１１に示されるように、操作部２６の送気
送水ボタン４６の操作により、送気送水管路８０に洗浄水が供給される。送気送水管路８
０に供給された洗浄水の一部が、分岐管路８４を介してポート８２から噴射される。ポー
ト８２から噴射された洗浄水は、起立台４８の上を超えて、他方の壁５６の壁面５６Ａに
衝突する。洗浄水は、空間Ｓに収容される起立台４８の方向に誘導され、起立台４８の壁
面５６Ａに対向する側の側面に案内される。
【００９０】
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　洗浄水の残りはノズル６６に供給される。平面５４Ｂに設けられたノズル６６から矢印
に示すように洗浄水が、観察窓６０に向けて噴射される。洗浄水により観察窓６０の表面
が洗浄される。観察窓６０を通過した洗浄水は、空間Ｓを超えて、他方の壁５６の壁面５
６Ａに衝突する。洗浄水は、空間Ｓに収容される起立台４８の方向に誘導される。洗浄水
は、起立台４８の壁面５６Ａに対向する側の側面に案内され、起立台４８の側面が洗浄さ
れる。実施形態では、送気送水管路８０から分岐した分岐管路８４を介してポート８２か
ら、洗浄水を空間Ｓに直接噴射しているので、起立台４８をより効率的に洗浄することが
できる。
【００９１】
　また、起立台４８が起立位置の状態において、ノズル６６及びポート８２から噴射され
る洗浄水の噴射方向の延長上に、起立台４８の側面を位置させることが好ましい。観察窓
６０を通過した洗浄水、及びポート８２から噴射される洗浄水により、起立位置にある起
立台４８の壁面５４Ａに対向する側の側面を洗浄することができる。実施形態では、起立
台４８の両側面を洗浄することができる。
【００９２】
　空間Ｓ内に流れ込んだ洗浄水は、操作部２６の吸引ボタン４４を操作することにより、
処置具導出口５２から吸引され、空間Ｓから取り除かれる。
【００９３】
　本発明の実施形態について、第１実施形態乃至第６実施形態に基づいて説明した。しか
し、これらの実施形態に限定されず、本発明を逸脱しない限りにおいて、他の組み合わせ
が許容される。
【符号の説明】
【００９４】
１　超音波検査システム
１０　内視鏡
１２　超音波用プロセッサユニット
１４　内視鏡用プロセッサユニット
１６　光源装置
１８　モニタ
２０　カート
２２　柱
２４　挿入部
２６　操作部
２８　ユニバーサルコード
３０　コネクタ
３２　コネクタ
３４　コネクタ
３６　先端部本体
３８　湾曲部
４０　軟性部
４２　アングルノブ
４４　吸引ボタン
４６　送気送水ボタン
４８　起立台
５０　起立レバー
５２　処置具導出口
５４　壁
５４Ａ　壁面
５４Ｂ　平面
５４Ｃ　平面
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５４Ｄ　傾斜面
５４Ｅ　凹部
５６　壁
５６Ａ　壁面
５６Ｂ　平面
５８　開口
６０　観察窓
６２　照明窓
６４　照明窓
６６　ノズル
６８　処置具挿入口
７２　超音波探触子
７４　湾曲面
７６　音響レンズ
８０　送気送水管路
８２　ポート
８４　分岐管路
Ａ　軸線方向
Ｄ　径
Ｎ　法線方向
Ｓ　空間

【図１】 【図２】
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